






目的 

交換輸血はしばしば新生児敗血症の治療法として効果があると報告されている。しかし,

その効果の科学的裏付けが立証されているわけではない。今回我々は,二例の顆粒球減少症

を伴った敗血症において交換輸血の顆粒球輸血としての効果について若干の知見が得られ

たので報告する。 


